
耳鼻咽喉科 
後期研修プログラム 
 
（１年度） 
 （外来）耳鼻咽喉科の一般診察、処置ができる。 
 （検査）聴力検査、めまい平衡検査などの一般検査ができる。 
 （入院）手術患者の術前術後管理ができる。 
 （手術）扁桃摘出術、アデノイド切除術、喉頭微細手術、鼓膜チューブ挿入術などがで

きる。 
 
（２年度） 
 （外来）診察、検査結果を評価判定し診療計画を立てることができる 
 （検査）簡単な生検ができる。頚部エコー、エコー下穿刺吸引細胞診ができる。 
 （入院）入院を要する救急患者の対処ができる 
 （手術）内視鏡下副鼻腔手術、気管切開術、顎下腺摘出術、頚部嚢胞性疾患の手術がで

きる。 
 
（３年度） 
 （外来）診療計画を患者、家族に説明し納得させることができる。 
 （検査）検査の結果を判定評価し診療計画を立てることができる。 
 （入院）頭頚部悪性腫瘍患者の術後管理ができる。 
 （手術）耳下腺、甲状腺などの頚部良性腫瘍摘出術ができる。鼓膜形成術ができる。 


